
学士課程教育の質的転換への好循環の確立学士課程教育の質的転換への好循環の確立
・先の見えない今の時代を生きる若者や学生が「生涯学び続け、どんな環境でも勝負できる能力」をやしない、技術や技能を身に付けることができる大学へ

・そのためには、学生が主体的な学びを深めるとともに、学生同士が切磋琢磨し、刺激を受け合いながら知的に成長することができるよう、課題解決型の
能動的学修といった学生の思考や表現を引き出しその知性を鍛える双方向の授業を中心とした質の高い教育へと学士課程教育を質的に転換

資料２
中央教育審議会大学分科会大学教育部会(第11回)
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社会のステークホルダー
（保護者、企業、地方公共団体、ＮＰＯ法人等）

能動的学修といった学生の思考や表現を引き出しその知性を鍛える双方向の授業を中心とした質の高い教育へと学士課程教育を質的に転換

信 頼

・卒業生を社会に輩出
・情報発信（保護者、企業、地方公共団体、ＮＰＯ法人等）

始点

大 学
「学位授与方針」

「教育課程編成・実施の方針」

信 頼
支 援 （大学ポートレート（仮称）

の活用 など）

学修時間の増加・確保に

よる主体的な学びの確立

始点

【学位プログラム】

【学修支援環境の充実】

学修成果の把握
学修到達度を測る方法、
学修行動調査、

「入学者受入れの方針」

学 生

よる主体的な学びの確立 【学修支援環境 充実】 学修行動調査、
ルーブリックの活用 など

カリキュラムの体系化
シラバス、ナンバリング、
キ プ制 科目同士の整理

教員の教育力の向上
ティーチング・ポートフォリオ、

教育方法の改善
アクティブ・ラーニングなど

成績評価の厳格化キャップ制、科目同士の整理・
統合と連携 など

、
ＦＤ など成績評価の厳格化

ＧＰＡ、多元的で質の高い
成績評価 など

全学的な教学マネジメント

海 外
国際通用性 信 用

全学的な教学マネジメント


